























我々は19 9 8年から、 20 0 0年までの3年間、
冬季オホーツク海海氷上でのラジオゾンデ観測
を行い、大気海氷問の熱フラックスの評価を行っ






1987, Parkinson, 1990, Fung and Wallace, 1994や
Tachibana et al, 1996）。 10年スケールでの海氷の
26 
変動に関しては、 Tachibanaet al (1997）に、アリ
ューシャン低気圧の長期変動との関係から、 19 
9 0年代以降の海氷量の激減状態について説明
している。 19 7 0年代の平均的な海氷量時期、














て解説を行う（Ogi et al, 2000、立花 2001）。
2.アムール川流量データ
1 0年スケールの変動に関するデータ解析的
研究は、多くの場合、公開されているデータを用
いた研究形態をとることが多い。昨今はwebで手
軽にデータの入手が可能となりつつあり、ますま
すその傾向が強まってきている。しかしながらア
ムール川の流量データに関しては、このような安
易なデータの取得は困難である。大気や海洋の観
測を自ら行い観測結果を解析するタイプの研究
と同様に、データ取得のフロセスそのものも研究
プロセスの一部であると見なすことができると
考えられるので、データ取得フロセスを以下に手




